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注:略語説明ほか

3500(日立クリエイティブワークステーション3500グループ),3050RX(日立クリエイティブワークステーション3050RXグループ).EWS(Engineeri咽Workstation)

WS(Workstation),Dβ(Database),OSl(OpenSystem仙e｢COnneCtion)

*1営業所の設置機器は,各営業所ごとに日立製作所と株式会社東芝のハ】ドゥェアで構成される｡*2～4 UXlOOO,∪×3000,AS4085は.株式会社東芝の商品名称であるっ

*5 配電線自動制御システム(配電系統の監視･制御を行うシステムで,地図を背景にした系統図上で状態監視するものである｡)

配電工事総合オンラインシステムの全体概要

配電工事総合オンラインシステムは,本店,営業所,工事委託会社を連係し配電工事業務全般のシステム化を実現する｡また,営業所ごとの

マルチベンタ環境下で共通ミドルウェア採用による業務プログラムの一本化を実現し,システム開発費用の削減を可能とした｡

九州電力株式会社は,営業所の配電業務に不可欠

な配電設備l米価を電子化し,_l二事設計をはじめとす

る配電工事業務全般の効率化･高度化をH指す｢配

電工事総合オンラインシステム+の構築を1998年の

プ己成をH標に進めている｡このシステムでは,九州

全域にある85か所の営業所に,UNIX削)サーバ,ワ

ークステーションによる分散処理基盤を構築すると

ともに,関連する配電,営業,資材などのホスト オ

ンライン システムや配電線自動制御システムと連

係する構成としている｡

1993年から,配電設備図面の人力を集lい的に行う

図面人力センターと2営業所(唐津,福岡西)で,地

匝=宙報システムを基盤とした一部システムの試行運

用を開始している｡

清美所の設置機岩旨は,各営業所ごとに口立製作所

および株式会社東芝のハードウェアで構成するマル

チベンダ構成としている｡業務プログラムの開発を

各メーカーごとに行うと開発雪用が増大することか

ら,業務プログラムに対するAPI(ApplicationPro-

grammingInterface)を統一して業務プログラム開

発を一本化するために,ミドルウェアはOpenTI)1

(オンライントランザクション制御プログラム)など

を採用した｡これにより,開発費朋を各メーカーご

との開発に比べて約50%削減した｡

*九州電ノJ株式会社配電部 **九州竜力株式会社情報通イi一泊; ***Ⅰ-†寸こ告別乍;所システム事業部****∩且製作仲情剖iシステムーIJi業加
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n はじめに

九州電力株式会社は,工事受け付けから設計,竣(しゅ

ん).■_1二という配電二l二事業務全般の効率化･高度化を目的

に｢配電工事総合オンラインシステム+の開発を行って

いる｡

配電工事業務は電柱や電線などの配電設備を地図上に

記載した配電設備図面を中核として遂行されている｡こ

のため,配電設備図面をコンピュータ上で柔軟に扱う地

図情報システムを採用した｡

また,このシステムは営業所ごとに日立製作所と株式

会社東芝のハードウェアを使用した配電線自動制御シス

テムとの連係が必要であり,日立製作所と株式会社東芝

のマルチベンダ環境で開発することとした｡各メーカー

ごとに業務プログラム開発を行う場合,開発費用の増大

という問題があるため,業務プログラムの一本化による開

発管用の削減を目的として共通ミドルウェアを採用した｡

ここでは,｢配電工事総合オンラインシステム+での地

図情報活用技術および共通ミドルウェアの採用について

述べる｡

配
電
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事
総
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ン
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工事設計システム

･地図情報を活用した自動設計を行う配電工事総合
オンラインシステムの中核システム

･設計受け付け情幸剛こ基づき技術計算,設計図･設
言十著作成を自動処理

･架空繰設計システム,地中線設計システムを開発

工事設計管理システム

設計受け付け,工期情報,施工管理,材料管理,

予実算管現 設計支援から成るシステム

竣工検査システム

設計書檀および工事竣工現場の検査を支援するシ

ステム

図面管理システム

●工事設計システムの基盤となるシステム

･設備乳 地図,設備データを関連づけて管理

図面入力システム

図面管理システムで運用する地図DBを効率よく

構築するシステム

注:[コ慨開発システム)

図l配電工事総合オンラインシステムの構成システム

配電工事総合オンラインシステムでは,大別して四つの業務シス

テムと図面入力システムに分矩し,段階的に開発を行っている｡

※1)UNIXは,Ⅹ/OpenCompanyLimitedがライセンスし

ている米国ならびに他の凶における登録商標である｡
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8 システムの概要

このシステムは図1に示すサブシステムに分類して開

発を進めており,1998年までに九州全域にある85か所の

営業所への導入を完了する予定である｡｢図面入力システ

ム+,｢図面管理システム+がこのシステムの基盤となる

配電設備図面の入力･管理を行い,その上で地図情報を

活用した自動設計や工事委託会社と連係した竣工処理を

支援する｢1事設計システム+,設計受け付けや⊥事工程

管理などの管理業務を主に支援する｢工事設計管理シス

テム+,竣工後の検査業務を支援する｢竣工検査システム+

が一連の業務を一貫して支援する｡このシステムが完成

すると,配電工事の受け付けから竣工までの期間が従来

の‡以下に短縮できる見込みである｡
これらのサブシステムのうち,｢図面管理システム+と

｢凶両人カシステム+を先行して開発し,1993年から2営

業所(唐津,福岡西)を対象に試行運用中である｡

田 適用技術

3.1地図情報システムの導入

九州電力株式会社は2007了本に及ぶ電柱や80ガ台の柱

上変圧器などの配電設備を所有している｡また,配電設

備を管理するための保有図耐ま20種類,総数4万枚を超

える｡これらの図面は.t事が発生するたびにメンテナン

スする必要があー),そのため多大な時間と労力を要する｡

そこで,CSS(ClientServerSystem)を基盤とした地図

情報システムの｢図面入力システム+および｢図面管理

システム+を開発した(図2参照)｡

(1)図面入ノJシステム

ー般に,地図や図面の電子化(ベクトル化)は,人が図

面をトレースして入力するため膨大なコストがかかる｡

今回開発した｢図面入力システム+は,地図上の道路･

家屋,設備図面上の電柱シンボルなどの図形情報と,地

図上の地名やビル名,設備図面上の電柱番号などの文字

情報を自動的に認識し,効率よくベクトルデータ化する

ものである｡これにより,地図上に配電設備を重ね合わ

せた図面データが容易に作成できるだけでなく,ホスト

コンピュータが持つ設備属性データと関連づけて,電

線･変圧器シンボルなどを自動的に作画することを可能

とした｡この結果,図面の入力時間を従来の人手による

作業に比べて約60%削減することができた｡

(2)図面管理システム

｢図面人力システム+で作成したデータは,図面データ
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図面入力システム

紙の元図画像入力サーバ図面入力サーバ
=‖

地図DB

地図･設備図①③l

[コ[コ[:コ[:コ

②図面入力WS

(り元図を画像入力サーバから読み込み

(む複数の図面入力WSで分担しベクトル化

地図の･自動認識(家枠,目標物名称)

ベクトル化･対話ベクトル化など

設備図の･電柱シンボル,番号の自動認識

通信サーバ図面管理システム
ロロ

【】【】
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l

図2 図面入力システムおよび図面管理システムの概要

図面入力システムは紙の図面(地図･設備図)をベクトル化し,図面管理システムヘ連係する｡図面管理システムは専用LANや高速

描画処理によってスムーズな検索･スクロールを実現している｡

と属性データで構成する地図DBとして｢凶而管理システ

ム+に受け推される｡図面データは目立クリエイティフ､

地図システム"HMAP”の,属性データは汎川RDB

(RelationalDatabase)のORACLE※2)のデータとしてそ

れぞれ管理される｡図面データはトランザクション当た

りのデータ量が大きいため,高性能サーバを導入して,

既存業務系と分離した専用LANを構築した｡サーバと

EWS間のデータ転送量の最小化によって高速検索やス

ムーズスクロールを図り,ヒューマンインタフェースの

向上を実現している｡

3.2 共通ミドルウェアの採用

WSの世界では,UNIX,ⅩWiIldow System丈二弓)など

のプラットホームの標準化は進んでいるが,実際に業務

プログラムを開発する際に使用するGUI(Graphical

UserInterface)やOLTP(Online TransactiollProcess-

ing)などのミドルウェアは各メーカーごとに独自什様で

あった｡このため,マルチベンダシステムの構築を[]指

す場合,業務プログラム開発がメーカーごとに発生する

ので閑雅費用が増大となる｡

このシステムでは共通ミドルウェアを採川することに

※2)ORACLEは,米国OracleCorp.の背録商標である｡

※3)ⅩWindow Systemは,米国ⅩCons()rtiunlInc.が開

発したソフトウェアである｡

より,業務プログラムに対するAPIを統一して業･務プロ

グラム開発の一本化を実現した(図3参照)｡これにより,

開発賀川を大幅に削減し,また,ドキュメント,プログ

ラムリソース顆の一元管理,メンテナンスの省ノJ化を可

能とした｡今接写芭/卜が予想されるシステムの改善時のプ

APl

A円

A社向け業務プログラム

A杜向けミドルウェア

A社向けOS

B社向け業務プログラム

B社向けミドルウエア

B社向けOS

共通ミドルウエアの採用

共通業務プログラム

共通ミドルウエア

A社向けOS

共通ミドルウエア

B杜向けOS

注:略語説明

OS(OperatingSystem)

図3 共通ミドルウエアの採用による業務プログラムの一本化

共通ミドルウエアの採用により,各ハードウエアごとに開発して

いた業務プログラムを一本化した｡
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配電データベースの整備

設備DB

F

適用業務拡大

工事設計業務への展開

●

l

†J.も≡

l
J

l架空線設計
■ し

地中線設言十

図面管理システム

∠

晦
地図DB

データメンテナンスの

厩臼
工事設計システム

一元化

系統図DB

配電線自動制御システム

全社展開

現場作業支援への展開

盛彗
現地設計支援

[:亘蚕室垂夏蚕コ

[:亘亘垂蚕室垂コ囲ログラムメンテナンスに要する費用･工数についても削
減が期待できる｡

巴 今後の展開

4.1適用業務の拡大

九州電力株式会社は,｢陛】面管稗システム+を基盤に過

月才業務の拡大を進めている(図4参照)｡

睨在の配電⊥二幸設計業務では,電圧降下などの技術計

算や設計書作成などの業務は個別にシステム化されてい

るが,人による判断や作業が多く,一貫したシステム化

による効率化･省力化が望まれている｡

1996年10月に椋軌予定の｢⊥二事設計システム+グ)一つ

である｢架空線設計システム+では,1二幸設計の効率化,

省ノJ化を実車妃する｡｢架空線設計システム+は設計者が‾1二

幸個所の電柱位置(座標)と必要な設備諸元を人ノJするだ

けで,自動的に工事口的に合った,最も経済的な電柱･

電線･柱上機器の選定･設計を行う｡それに必安な電線

こう良計算の自動化や,設計岡の自動作成を｢ヒ如向背弾

システム+と連係して実現する｡また,現在独Rで地岡

や系統図データのメンテナンスを行っている配電線日勤

制御システムと図面吏新データを連係し,メンテナンス

作業の一元化,省ノJ化を実朝.する｡

図4 図面管理システム

を基盤とした地図情報適

用業務の拡大

地図DBと設備DBをマスタ

DBとして複数システム問で

共有し,各業務へ展開する｡

その後,地中線設計業務への拡張および現地設計や巡

視業務などの現場作業支援のための携帯端末の導入を子

左している｡

4.2 全社展開

現れ｢配電_1二幸総合オンラインシステム+は,一部シ

ステムを2営業所で試行運†l川■であるが,1996年9月か

ら｢図面管理システム+を,1998年度から｢架空繰設計

システム+を順次,全社に鮎関する｡これに伴い,今後

は全85か所の営業所をオペレータレスで運糊するための

無人バックアップ遵mや,本店からの監視･管理･資源

配布といった運用管理機能の充実を図る考えである｡

8 おわりに

ここでは,九州電ノJ株式会社が共通ミドルウェアの才采

糊や地図情報システムの活用によって開発した｢配電_上

手如思弁オンラインシステム+(基盤部分)について述べた｡

このシステムは,配電設備lソト向維持管理業務の人幅な効

率化やペーパレス化に効果を上げている｡

今後は,_t事設計などの業務の効率化,高度化を進め

るとともに,1二期短縮などによってお客さまサービスの

いっそうの向卜を推進していく考えである｡
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